
■ 今後のまちづくり展開へのアドバイス 

懇談会の最後に4回すべての懇談会に参加していただいた㈱山手総合計画研究所の 

代表取締役である菅孝能氏から、今後のまちづくりへの展開に向けてのアドバイスを 

いただきました。 

■“歩いて楽しむ”ことを追求するのがよい。まちなかに緑があるのがすばらしい。 
都市計画道路の建設に際し、せっかく拡幅されるのであるから、交通の機能ばか 

りでなく、オープンスペースとして機能が発揮できるよう、緑を増やす、白河石 

の舗装により地域性を出すなどの工夫を進めてほしい。 

■“白河通養成講座”のような仕組みを育て、歴史を記録として残し、次世代に伝え 
てほしい。川越のカルタのように子供たちに歴史を浸透させるような工夫が望ま 

れる。 

 ■まちの外へ魅力を発信すべきである。全国路地サミットや全国まちなみゼミなど 

に出席して情報の交換を行うのも効果的である。ＪＲの雑誌トランベールやＮＨ 

Ｋ土曜すてき旅のようなメディアをもっと使ってアピールするのが有効である。 

■白河に関わりを持つ作家を育て、文学やドラマから知名度を上げるのも良い。 

■ 今年度のまちづくり懇談会の総括 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今年度の懇談会の活動について 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、11月より計4回にわたって懇談会を開催してきました。各回とも、多くの皆さまに参加していただき、

活発で積極的な意見交換が行われ、有意義な懇談会となりました。ご協力ありがとうございました。 

来年度の懇談会の内容等については未定ですが、各団体において“歩いて楽しめるまちづくり”という共有した 
目標に向けて、できるところから積極的に取り組んでいただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

このニュースレターは、平成18年度の第４回の「まちづくり懇談会」で話し合ったことをまとめたものです。 

この懇談会では、白河市の中心市街地において「城下や宿場の風情が漂い、歩いて楽しめるまちづくり」をテー

マに、“まちなか歩き”による地域資源の再確認を行いながら、その保全・利活用の仕方などを話し合い、人を呼び

込み、活力をもたらすまちづくりに結びつけていくことができるかどうかの検討を行っています。 

今回は、全員で26名の方々の参加がありました。 

 

■ はじめに 

これまで2回のまちなか歩きでは、普段住んでいる方でも気がつかなかった地域資源をたくさん見つけることが

でき、休憩できる場所が少ないなどの課題も明らかになりました。今回の懇談会では、今後、これらの地域資源を

どう保全・利活用していくのか、また、魅力あるまちづくりを展開していくためにどう進めていったら良いかなど

について、率直な意見交換を行いました。 

 

■ 第４回まちづくり懇談会（ワークショップ）プログラム 

 

●と き 平成 18年 12月 13日（水）13：15～16：45 

●ところ マイタウン白河 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18年 12月号-2ニュースレター Vol.4 

― 奥州街道白河宿 にぎわいの再現 ― 

福島県県南建設事務所 企画調査グループ 

住所／〒961-0971 白河市昭和町269番地 

TEL／0248-23-1617 FAX／0248-23-1642 

お問い合わせ先 

◆ 挨拶、趣旨説明、参加メンバーの紹介 

 

◆ まちなか歩きの振り返り 

“まちなか歩き”で訪れたところをスライドで振り返り、鮮明な記憶を呼び戻していただきました。 
 

◆ まちづくりへの展開の可能性について意見交換 

  中心市街地の活性化へ向けたプラン、まちなかの魅力などについて意見交換を行いました。 

 

◆ 事例紹介 

他の旧街道筋における歩いて楽しめるまちづくりへの取り組みを行っている事例を紹介しました。 

 

◆ まちづくりの具体的方策についての意見交換 

“歩いて楽しめるまち”にするための具体的な方策について活発な意見交換を行いました。 
 
◆ 今後のまちづくりへの展開に向けてのアドバイス／(株)山手総合計画研究所 代表取締役 菅孝能氏 
   

◆ 懇談会の総括と今後の展開 

  今年度の懇談会の総括と来年度以降の展開予定について話し合いました。 

第 1回懇談会 
（今回） 

第 4回懇談会 第２回懇談会 

第 3回懇談会 

・意見交換 
・方向性の確認 

・まちなか歩き② 
・意見交換 

・成果の発表 
・意見交換 
（地域資源の活用の可
能性・今後の課題）

・まちなか歩き① 
・意見交換 

■菅 孝能 氏 

まちなかの賑わいを再生するには！ 

●人に歩いてもらう企画とその情報発信。

●おもてなしの心を目に見える形で表現。

●まちづくり組織による地道な活動。 

歴史・文化（城下・街道）のまちなかの再発見！ 

●立派な蔵、趣きのある建物・庭及び寺院

が多く、路地裏、水路、おいしい食べ物

など、いい素材が多い。 

歩いて楽しめるまちなかにするには！ 

●マップなどによるまちなか観光のＰＲ。

●セットメニューと周遊ルートづくり。 

●案内・説明板、トイレ・休憩場所、駐 

車場、歩道などの整備。 

●まちなか歩き拠点整備やガイドの充実。


